
別記
第 1号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

冴″

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書
( 墓E 〉

・変 更)

大阪市西成区花園南1丁目4番 4号

特定軍美君の

主たる業種 衣料品、食料品、住居関連商品の販売

該当す る事業

者要件
財 京都府地球温暖化対策条例施行規貝」第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換

算して1,500キロリットル以上))
京都府地球温暖化対策条例施行規貝」第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出草
業者 (二酸化炭素に撫算 して3000ト ン以上))

犀

打

計 画 期 贋 平成 18 年 /4‐ 月 平成 20  台F ゃ 月

基 本 方 針 各店舗で省エネ、省資源に取り組むことにより、C02の削減に取り組む。

推 進 体 制 米各店舗ごとに 「環境責任者」の任命、環境責任者が省エネ、省資源に取り組む

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

18～19年 温度設定 冷暖房の温度段定は政府推婆温度を勘策の上観定、お客様にもご理解いただく。

18～19年 熙明の無駄の排除 。開店、閉店時の無駄な照明の済u滅ョ不要な照明の消打。

18～19年 業務車両のエ ヨ運転 ・業務革両の運転時にエコドライプを励行する。また、駐車場におけるアイドツングストップ運動の実'

18～19年 電源のCIFF運動 一時間以上使用しないPCは必す電源をOFFにする等の電剛 運動の実施。

18～ 19年 ツサイクル運動 古紙、缶、ビン、大ットボトル等の分別ツサイクル運動の推進。
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A事 業所等排 出区分 22,259 t t 59 %

B輸 送車両排出区分 t %

Cそ の他」F出区分 t t %

排出合計 ■1          ク 2クダタt Ⅲ2      2,す フ倉  t 生 夕 C / 9
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*1        2225'   t l t 2 1‐●9     2 3夕 7 r  t 4 夕 %

特 記 事 項 Ⅲ平成1'年度実績に穴確店 (H17年11月オープン)に つき年間の排出量は勘案されていない。平成18年には年間で25
52tの 発生が予測される。それを勘案すると、平成19年までに既存店の削減計画を1%■ 1%で 計画、プラス、人

幡店をH18年度比でH19年に2%削 減を計画。結果的に平成17年度比としてプラス5 9%に なる。
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注 1核 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主汐カロされる事業者の方は、レ印の記入は不要です。

2 f基 準年度Jと は計画期間の前年度を r目 標年度Jと は針画期間の最終年度をいいます。

3 f事 業所等排出区分Jと は、京都市内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの慎用に伴い発生する温室効果ガスを、 「輸送車両排出区分Jと
は 自 動車運送事業者については使用の本拠の位置を京都市内とする車両の排出する温室効果ノスを、飲道事業者については保有する貨物車両又

は旅客車両の排出する温室効果ガスを、 「そのlL排出区分Jと は、上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温宣効果ガス

をいいます。
4「 特記事項Jに は、平成2年度 (1990年 度)を 基準とした排出この対比やエネルイー原判立C02排 出量、省エネ製品開発など他者の温室効果

ガス排出Hl滋への寅飲、グツーン調達の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果〃スの削減などを記入してください。


